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特発性陰嚢石 灰沈着症 の1例
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A CASE OF IDIOPATHIC CALCINOSIS OF THE SCROTUM
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   We report a case of idiopathic calcinosis of the scrotum. The patient was a 33-year-old male 
with a complaint of multiple scrotal nodules, from which white chalky materials occasionally broke 
out. The nodules were first noticed 17 years ago, and since then gradually increased in size and 
number. Sometimes he had felt itching on the scrotum, but otherwise he had been in good health. 

   Blood analysis and biochemical analysis revealed normal findings. In addition, there were no 
abnormal findings in serum electrolyte analysis including calcium and phosphate concentrations. 
Analysis of the intranodular content by infrared spectrophotometry showed that it consisted of 
calcium phosphate (52%) and magnesium ammonium phosphate (48%). 

   We reviewed the literature and discuss the etiology of this disease.
(Acta Urol. Jpn. 37: 1731-1733, 1991)
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緒 言

特発性陰嚢石灰沈着症は稀な疾患であるうえ,疾 患

の性質上患者が皮膚科を受診することが多く,泌 尿器

科医が 目にす ることは少ない.今 回われわれは本症の

1例 を経験したので,若 干の文献的考察を加え報告す

る.

症 例

患者 言33歳,男 子

主訴:陰 嚢の無痛性多発性腫瘤

家族歴 ・既往歴:特 記すべきことなし

現病歴:16歳 頃 より,陰 嚢に黄白色の小腫瘤が発生

し,次 第に増加増大した.と きどき,掻 痒感が有るた

め掻爬 した り,指 で圧迫すると白色の物質が排出され

た.最 近,大 きさ,数 ともに増したためisss年9月12

日当科を受診 した.

来 院 時 現 症:陰 嚢 前面 に 米 粒 大 か ら小 指 頭 大 の表 面

平 滑 な球 状 の黄 白色 を 呈 した 硬 結 を 多 数認 めた(Fig.

1).陰 嚢 部 以 外 に視 診,触 診 上 異 常 を認 め なか った.

血 液 ・生 化 学 検 査 所 見 ・RBC440×104/mm3,

WBC5,700/mm3,PIt15.6x104/mm3.Na142mEq/

1,K4.6mEq/1,C1102mEq/1,Ca4.6mEq/1,P

2.9mg/dl,C-PTHO.4ng/mlと 異 常 を 認 め な か っ

た.

X線 検 査 所 見:陰 嚢 部 に 多発 性 の 石 灰 化陰 影 を 認 め

た(Fig.2).

腫 瘤 の 内容 を 確 認 す るた め生 検 を 行 った.

生検 時 所 見:腫 瘤 の表 面 を切 開 す る と白 色 の石 灰 様

の硬 結 が現 れ,容 易 に摘 出 され た.ま た,軟 らか い腫

瘤 を 切 開す る と 白 い チ 。一 ク様 の物 質 が 押 し出 さ れ

た.こ れ らを 病 理 組 織 検査,細 菌 培 養,成 分分 析 に提

出 した.

病 理 組 織 学 的 所 見:真 皮 内 に 軽 度 の細 胞 浸 潤 を 伴
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う,線 維性結合織に囲 まれた石 灰の沈着 を認めた

(Fig.3).

細菌培養:陰 性

成分分析=リ ン酸カルシウム58%,リ ン酸マグネシ

ウムアンモニウム42%で あった.

以上の結果より特発性陰嚢石灰沈着症と診断された

が,悪 性の疾患でなけれぽ保存的に経過を観察したい

という本人の希望により,現 在外来で経過観察中であ

る.

考 察

特発性陰嚢石灰沈着症は,幼 児期から青年期に陰嚢

の小結節として発症,次 第に増加増大しときどき掻痒

感を伴ったり,破 れてチ ・一ク様物質を排出すること

がある稀な疾患であるが,特 徴的な所見より比較的容

易に診断される.全 身的な基礎疾患や他の皮膚病変を

認めず,血 清カルシウム ・リソを含めた血液生化学検

査およびホルモン等は正常であるとされている.

Fig.1.Multiplenodulesonthescrotum.

r瞼 ・翔7「

驚1撫
骸'纏

,、,贈.砲¥

膨 瀬 爺

嚇
,4多

悔
7

1'ig.2.X-rayexaminationshowedmultiple

nodularcalcificationsinthescrotal

region.

鐙'

r一 噺 角秘 『 ∴い

Fig.3.Microscopicstudyofthenoduleshowed
thatwithinthedermistherewasa
basophiliccalcificdeposit,whichwas
surroundedbyscleroticfibroustissue.
Afewinflammatorycellswereseen
aroundthedeposit.(H-EX100)

さて,本 症 は1970年 にShapiroら1>が 過 去 に おけ

る陰嚢 の石 灰 化 の 報 告例 を整 理 し,1つ の疾 患 単位 と

して提 唱 した こ とに 始 ま る.彼 らは 本症 の発 生 に つ い

て 原因 は 解 らな い が,病 的 石 灰 化 の 原 因 をmetastast-

istypeとdystrophictypeの2つ に大 き く分 け た

場 合,先 行 病 変 不 明 のdystrophictypeで あ る と述

べ て い る.ま た,彼 らが 集 計 した22例 中1例 に 石 灰化

の 周 囲 に上 皮 細 胞 の 裏 打 ち を認 めた も の の,本 症 に陰

嚢 に 発 生す るcystと は 無 関 係で あ る と して い る.な

お,12例 に石 灰 化 の 周 囲 に異 物 反 応 を認 めた.

しか し,石 灰 化 の 周 囲 に 上 皮細 胞 の存 在 を 認 め ると

の報 告 も多 く2-5).SwinehartJMら3),SongDH

ら4),AkosaABら5)は,本 症 の原 因 をepidermaI

cystのdystrophiccalcificationで あ る と して い る.

松 下 ら6》 もepidermoidcystよ り発 生 した 多 発 性 陰

嚢皮 膚 石 灰 沈 着 症 を 報 告 して い る.さ ら に,Dare

AJら7)の ご と く石 灰化 して い るcystは 組 織 学 的,免

疫学 的 にeccrineductmiliaで あ る と報 告 して い る

もの も あ る.

本 邦 にお い て は,Shapiroら の意 見 を 参考 に し石

灰沈 着 症 を 分 類 したLeverWFら8)の 分類 に基 づ い

た 報告 が多 いた め,石 灰 化 の 周囲 に 上 皮 細 胞 を認 めた

もの は本 症 と され な か った り,異 物 巨細 胞 や 炎症 細 胞

の 浸 潤 が有 る と2次 性 の 石 灰 化 と見 な され て い る よ う

で あ り,本 疾 患 の受 け とめ方 が欧 米 とは 異 な る よ うで
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ある.

大草ら9)は石灰化 している結節の中にヘパリチン硫

酸を主成分 とした酸性ムコ多糖体を,結 節の周囲に脱

穎粒 した肥満細胞を多数認めたことより,な んらかの

原因により陰嚢真皮内に肥満細胞が集積 ・脱穎粒 して

酸性ムコ多糖体を放出し,そ こにカルシウムが沈着し

て本症が発生すると推定している.ま た,Takayama

Hら ゆ や岸本 らu)は 電顕所見 より,初 期の石灰沈着

は線維芽細胞の胞体内に起こるとしている。

このように,原 因について現在のところ一定の見解

はえられておらず,そ れに伴い石灰沈着症の分類にも

問題があるようで,今 後症例の蓄積と詳細な検討を要

すると思われる.

われわれは,発 生上例えcystと 関係があ り上皮が

存在 したとしても,観 察 した時期により上皮が消失 し

ていた り周囲に炎症細胞浸潤が認められてもよいと考

えている.自 験例では石灰化の周囲 に上皮細胞 がな

く,炎 症細胞の浸潤を認めたが,特 徴的な症状 より特

発性陰嚢石灰化症とした.

過去の報告例では,沈 着物質の成分はほとんどが リ

ン酸カルシウム単独か リン酸カルシウムと炭酸カルシ

ウムの混合物で,自 験例のように リソ酸カルシウムと

リソ酸マグネシウムアソモニウムの混合物の報告は2

例 目であった。

治療は陰嚢皮膚の切除,も しくは結節の切除である.

残存皮膚からの再発の可能性があるが,現 在のところ

そのような報告はみられていないようである.

皮膚科領域における報告例について,松 下 ら6),宮

地 ら12)の集計を基に1990年 に浅賀ら13)が27例を集計し

ている.こ れに集計漏れや泌尿器科領域における報告

例8例10,1g-IB)を 加えると本邦において41例 が報告さ

れてお り,本 症例は42例 目と思われた.

結 語

33歳 の男子に発生した特発性陰嚢石灰沈着症の1例

を報告 した.
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